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大沢崩れのスラ yシユ雪崩は

線高17叩mで止まヲている

粟ノ木沢で，<.ダムエ群告鋭

意纏エ中である.
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(3) 干成5年 2'1 1日 内;，=1:佐.. 

栗ノ木f工群砂防の効!
-スラッシュ曾刷とは 富士山で発生するスラッシュ宮酬は、大畳の活況表土や倒木を巻.込んで流

下する特に水分が多い宮劇を賓います 古〈から富士山で"山総の住民によ
り「宮代{ゆきしろ)，と呼ばれて恐れ勺れてきた
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市土砂酷だより 平成s隼 21!ll:l (4) 

砂防の事業展開は地域の方々と・.• 
第1回SABOMt. FU..JI懇談会を開催(H4'12・17)

1舎後の砂防酬の展開を考えるため日防事務所叫媛の方々のご意見ご要
盟在う古、がう場として想餓会在企画、開骨量しました.

.ヘリコプターによる菅内視鷹・a豊富由債要
。提書体検HIり;;こし、実感舎も勺て伝える工夫
O大沢胤れに対して下流繊の人々がどのように感じてきたか省女・の盤理
O富士山の山の織子のaい舎建理
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議辺紀{京1抗11i!毛}
関係・間 富士宮市建盤舗河川E息長

富士市盟主役筋河川根長

芝川町建Z金規金小林大八郎{稼j;./idi議会脱Jl)
11 J11験司(X!I京 市広教育長} 司医務局 富士砂肪ヱ.事務所
井手 J聴{狩術院J<I
三 木淳一{荷土砂IIIr It''t'飾所'"

第2目;m;r.l~[.D懇談会開催につして

固員
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平成5年2月17日(水) PM 
15.00-

富士宮フ。リンス会館(魚勝)~謁習品1
・一般の方々の聴講をお待ち Lτい ます。
(屯:お、人数に制限がありますのであらがじめ事務所にご連絡〈ださい。)

-1i 1 ~I.m~;，niC"蛾.，討 HID・

en司Rな'f;f(.女 fr~j叶品らのん また災持体験を(iしている}jの
f内線従保全お眠い設します
(;塑餅先}置土砂防工事.務所{建餓曙門官)(1:.聞査陣畏まで}
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建盤昔富士砂防工事事務所
干'18高!:'HI!i?'川千1100 '1町田"，町内幻l

富士宮砂防出破粛
〒~18 lr!前I:M，I，1-JI州民主j1 lU 品~~ :54 10'!.必

富士山を守り田園の宜主に貫献する


